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研究課題名「IgG4 関連疾患の臨床病理学的研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

研究の対象者は、2005年 1月 1日から 2025年 9月 30日の間に、名古屋医学医学部附属

病院、既存試料・情報の提供のみを行う機関（末尾参照）にて組織生検を受け、IgG4関連

疾患もしくはそれと類似する疾患（Castleman 病、SLE、関節リウマチ、シェーグレン症

候群、原発性硬化性胆管炎、二次性後腹膜線維症、多発血管炎性肉芽腫症、サルコイドーシ

ス、好酸球性多発血管炎性肉芽腫症、MALT リンパ腫、涙腺炎）と診断された患者さんで

す。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

IgG4関連疾患および IgG4関連疾患と類似した病理像、臨床像を呈する疾患の臨床病

理学的特徴や治療成績、予後を明らかにします。これによって今後の診断、治療戦略を

構築する上で重要な情報がえられることが期待されます。 

研究方法： 

 後方視的な調査研究として行います。選択基準を満たした方を対象に、その診断時に

おける臨床的所見、血液検査所見について調査表を用いてデータを収集し解析を行い

ます。また、診断時に使用した生検検体もしくは切除標本を用い、免疫組織化学的な

評価、 形態像などの病理組織学的所見を再評価致します。治療を行ったものに関して

は、治療方法とその反応性を調査します。予後については、再発・増悪の有無、生死

について調査を行います。 

これらのデータをもとに、生物統計学的な方法によって生存期間、無増悪生存期間、

治療法毎の奏功割合、生存期間や無増悪生存期間、奏効割合に影響する予後影響因子

について解析します。 

希望があれば、研究計画の内容を見ることができます。下記問い合わせ先まで御連絡

頂ければ対応致します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2030 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：ホルマリン固定ブロック 

情報：病歴、血液検査結果、放射線画像検査結果等  

 



 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  連絡先： 

  名古屋大医学部附属病院 病理部 

    担当者：佐藤 啓 (研究責任者) 

〒466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町 65 中央診療棟 3F 

TEL：052-744-2648 

 

・既存試料・情報の提供のみを行う機関一覧 

名古屋医療センター 病理診断科・病院医長・岩越朱里 

愛知医科大学 病理診断学講座・助教・谷口奈都希 

岡崎市民病院 病理診断科・医長・柳田恵理子 

浜松医療センター 臨床病理科・部長・森弘樹 

公立陶生病院 病理診断科・部長・北村淳子 

JCHO中京病院 病理診断科・部長・成田道彦 

大垣市民病院 病理診断科・部長・岩田洋介 

一宮市立市民病院 病理診断科・部長・中島広聖 

市立四日市病院 病理診断科・部長・奈良佳治 

豊田厚生病院 病理診断科・部長・山下依子 

岡山大学大学院保健学研究科 分子血液病理学・教授・佐藤康晴 

信州大学医学部附属病院 病理診断科・科長・上原剛 

名古屋掖済会病院 病理診断科・部長・佐竹立成 

神戸市立医療センター中央市民病院 病理診断科・医長・山下大祐 

江南厚生病院 病理診断科・部長・石岡久佳 

海南病院 病理診断科・医長・露木琢司 

 


